
第 169 回運営委員会概要 平成 28 年 11 月 16 日（水）18：30～20：30 

 

◆会場：柏崎原子力広報センター 1Ｆ実験室 

◆出席委員：桑原会長・石坂・髙桑・髙橋(武)・竹内・千原・町田・中村委員 

                                出席委員 8 名 

（欠席委員：髙橋（優）・武本・内藤委員） 

                       欠席委員 3 名 

◆オブザーバー： 原子力規制庁（平田所長） 

         資源エネルギー庁（日野所長） 

柏崎市（砂塚主任） 

         東京電力ホールディングス（株） 

（須永副所長・佐藤英 RC・山田 GM・立脇） 

 

◆事務局：（公財）柏崎原子力広報センター／松原事務局長・石黒主事 

 

 

 
次回以降定例会内容について（12 月、1 月、2 月）  

 

  12 月：第 162 回定例会（第 1 水曜） 12 月 7 日（水）18：30～20：50 

       11 月 16 日（水）運営委員会 

  1 月：第 163 回定例会（第 2 水曜） 1 月 11 日（水）18：30～20：50 

       12 月 21 日（水）運営委員会 

  2 月：第 164 回定例会（第 1 水曜） 2 月 1 日（水）15：00～18：00 

       1 月 18 日（水）運営委員会 

 

〈議長〉12 月以降の日程について、予定どおりの内容でよいか。 

（委員・オブザーバー・了解） 

 

 

◆12 月定例会の内容について 

 

〈議長〉12 月定例会の内容は勉強会。「前回定例会以降の動き」については資料配布のみ。

すぐに勉強会の内容に入る。議題は「再生可能エネルギーの種類と課題について」

ということで講師は 2 名。はじめに資源エネルギー庁柏崎刈羽地域担当官事務所

の日野所長より約 30 分の講演。続いて、新潟工科大学の佐藤栄一教授より約 1 時

間の講演。その後、意見・質問を一括で対応したい。 

（委員了解） 

 

（議長）尚、新潟工科大の佐藤教授については、広報センターが実施している原子力出前講

座等の講師をお願いしている方である。 

 

 

◆1 月定例会（第 163 回、1 月 11 日）の内容について 

 

〈議長〉前回の運営委員会で 1 月定例会の議題について、①県政について、②県技術委員

会の考え方について、③原子力産業と地域経済との関連について、というテーマが

あげられた。 

    県政・原子力政策についてはテーマが大きすぎて、担当課で回答することがむずか

しいのではないか。 



    また、技術委員会、原子力防災の取り組み、県の原子力行政については、県の担当

課で回答が可能と思われる。このような中身なので、１月のテーマとしては「 

    県の技術委員会の考え方について」というのが議題としては一番取り組みやすいと 

    思われる。ご意見をいただきたい。 

〈委員〉原子力行政に関わる内容をそれぞれどの課がどんなことを担当しているのか、その

中で当然、技術委員会がどのように関わってくるかということも知ることになると

思う。 

〈議長〉県から原子力に関してのそれぞれの担当課の役割について再度説明していただき、 

    それから技術委員会について、という内容で進めていく方法。また、技術委員会の

考え方に特化した内容で進める方法。やり方はいろいろあると思う。 

〈委員〉行政側の責任の把握ができていないように感じる。可能かどうかはわからないが、

柏崎市、刈羽村はどうなっているか、県に命令する国はどのようになっているのか、

そのあたりを説明いただき、こんな機能が足りないのではないか、というのを話し

合えたらいいと思う。 

〈議長〉いきなり県の技術委員会の考え方、という内容から入らずに、県や市、村から、そ

れぞれ何課がこんなことをしている、という大枠を再度説明していただいて、質問

や意見の中から、こういう場合はどこが担当するのか、といった確認ができるかも

しれない。 

〈委員〉県と国の責任の区分や、それによる考え方の違いを住民の目線で明確に把握したい。 

〈規制庁〉規制の話と防災の話とがあると思う。防災の内容であれば内閣府になるし、規制

の話だと規制庁になる。 

〈委員〉国はきちんと整理されていると思うが、住民側が明確に把握できていない。 

〈委員〉以前、説明を受けた時に、原子力安全対策課だったり、ヨウ素の時は他の課が担当

だったりするので、原子力防災は県のどこが中心になっているのか、そのへんがわ

かっているようでよくわかっていないところがある。 

〈委員〉県の原子力行政が市、村とどのような関わりをもっているか、一覧で教えてもらえ

るとわかりやすい。 

〈委員〉放射能汚染の汚泥の問題について。県の汚泥に対しての対応がよくわかっていない。 

    東京電力から受けた金額の報告はあるが、それがどのように使われて保管はどのよ

うにされているのか報告してほしい。 

    また、処理については、市や村が単独で行っているのか、新潟県全体を見て県がや

っているのか、汚泥についても教えてもらいたい。 

〈事務局〉原子力行政における県の内部の役割について。それから例えば汚泥の処理につい

て、県が主体的に行うこと、市、村が単独で行えること、県と市町村との連携はど

うなっているのか。また、県政が変わったことで県の考え方、地域の会に求めるこ

とについて。ということで県に説明を依頼したい。 

（委員賛成・了解） 

 

◆2 月定例会 第 164 回定例会（情報共有会議）2 月 1 日について 

 

〈議長〉2 月 1 日、第 164 回定例会（情報共有会議）午後 2 時半より受付、午後 3 時から 6

時まで、市民プラザ波のホールにて開催。 

    懇親会は、おくい。会費は 5000 円でお願いしたい。 

    内容について、前回定例会以降の動きについては資料配布のみ。その後、委員所感

を一人 3 分。休憩後オブザーバーの挨拶、意見交換という流れになる。 

〈委員〉委員所感は短くても良いと思うので、2 分～3 分。2 分半でベルを鳴らす、という

ことにしてはどうか。 

（委員賛成） 

 

 



〈委員〉今回、意見交換の時間を設けるが、1 人がいくつも質問を用意すると思われる。よ

り多くの委員から質問を受けるようにした方がよいのではないか。 

〈会長〉一人の人が何度も質問をするのではなく、質問内容を絞ったり全体の時間を考えた

りしながら、多くの委員が質問できるように配慮してもらいたい。 

（委員賛成・了解） 

 

 

〈事務局〉委員所感については、オブザーバーの挨拶や回答にも繋がるため、12 月 15 日ま

でに内容をまとめ、事務局に提出していただきたい。その後、事務局からオブザー

バーへお知らせしたい。 

（委員了解） 

 

 

◆情報共有会議への県知事出席について 

〈会長〉前回定例会で皆さんにお話したように、2 月は予算時期のため 2 月の開催では今後

も知事が出席できないことが明らかになった。来年度以降、地域の会に知事が出席

していただけるために開催時期を考えていきたいと思う。 

（委員賛成・了解） 

 

◆視点配布について 

〈会長〉先日、市からの連絡で来年度から視点を市の配布物と一緒に配布してもよいという

ことになった。但し、地域の会が市の管轄ではないことから、負担金の支払いが必

要になる。平成 29 年度からの実施となる。刈羽村への負担金については確認中。 

〈議長〉市の配布物サイズに合わせるため、視点のサイズ、構成などを変更する必要がある。 

〈事務局〉委員の皆様に意見を聞きながら提案し、進めていきたい。 

（委員了解） 

 

◆委員の任期について 

〈会長〉委員の通算任期 10 年を会則の附則として追記するというのが、前回定例会で承認

された。12 月の定例会において、内容について委員の承認を得てから正式に明記、

有効となることにしたい。 

 

◆次年度の活動について 

〈会長〉定例会の開催数について、前回定例会で委員の皆さんの意見を聞いたが来期以降の

課題ということで今後も考えていきたい。 

    例えば回数減を実行するにしても、会則の変更、附則を行ったほうがいいのではな

いかとも思う。 

〈議長〉「委員の合意により定例会の開催回数を変更できるものとする」という内容を附則

に追記することでいいと思う。 

 

 

地域の会情報誌「視点」について 

 

視点第８１号（第１６０回定例会分）について、運営委員、オブザーバーで事務局案の内 

容を確認。質疑の内容など細かな改善・削除を行った。 

 

 

 

 

 

 



その他 

◆来春の賀詞交歓会について 

〈事務局〉今春同様、会長と両副会長の 3 名で申し込みとしたい。 

（委員賛成・了解） 

 

◆東電視察の DVD 貸出しについて 

〈事務局〉10 月 6 日に実施した発電所の訓練視察 DVD を保管している。貸出しを希望さ

れる方は事務局まで申し出ていただきたい。 

 (委員了解) 

 

◆東電配布資料について 

〈東京電力ＨＤ〉定例会でご説明している「福島第一原子力発電所の中長期ロードマップ進

捗状況」については、これまで、Ａ３サイズ十数ページの資料を配布してい

るが、説明に主に使用している３ページ程度をＡ４サイズで配布させていた

だきたい。 

 (委員了解) 

 

◆会田代表理事への挨拶訪問 

〈事務局〉会田代表理事（市長）が退任されることから、桑原会長、髙橋副会長、事務局で 

    11 月 28 日（月）挨拶に伺う。 

（委員了解） 

 

◆委員の謝金支払の追加のお願いについて 

〈事務局〉委員の謝金支払を現在は年 2 回（9 月、3 月）とさせていただいている。確定申  

     告の関係もあり、12 月の支払いも追加を検討している。 

〈委員〉委員の任期が 4 月ということなので、区切りも考えて検討していただきたい。 

（事務局了解） 

 

 

【次回予定】       

〈12 月定例会タイムスケジュール〉 

18：30～18：40  「前回定例会以降の動き」資料配布のみ 

             （東京電力、規制庁、エネ庁、新潟県、柏崎市、刈羽村） 

18：40～19：10  「再生可能エネルギーの種類と課題について」 

            資源エネルギー庁柏崎刈羽地域担当官事務所 日野裕司様 

19：10～20：10  「再生可能エネルギーの種類と課題について」 

            新潟工科大学教授 佐藤栄一様 

20：10～20：30  質疑応答 

20：30～20：50  その他、フリートーク 

 

 

次回以降日程について 

 

第 162 回定例会（勉強会）         12 月 7 日（水）18：30～20：50 

第 170 回運営委員会            12 月 21 日（水）18：30～20：30 

第 163 回定例会              1 月 11 日（水）18：30～20：50 

第 171 回運営委員会            1 月 18 日（水）18：30～20：30 

第 164 回定例会（情報共有会議）      2 月 1 日（水）15：00～18：00 

 

以上 


